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今週のキーワード

Na-ion量産
LFP同等コストでEV/ESS市場を席巻

27
件

総記事数

9
カ国

対象国数

50-56
ドル/kWh

Na-ionコスト

135
億ドル

Si負極市場(’34)

今週の全27記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 低温Na-ion最適化 学術レビ
ュー

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

低温下SIBの課題克服に向けた電解質最適化戦略を包
括的にレビュー。EVや定置型蓄電の寒冷地応用を加速
。

#02 24M半固体Na-ion 技術発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
24Mが半固体SIBでEV航続距離延長・急速充電・安全
性向上を実現。DOE/DARPAの支援で開発加速。

#03 Li-S陸軍供給 製品供給
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Li-S EnergyがLi-S電池セルを米国陸軍に供給開始。
高いエネルギー密度と軽量性でドローン等に貢献。

#04 100時間鉄空気電池 技術発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
フォーミュラXが低コストで100時間持続可能な鉄空
気電池を開発。定置型蓄電市場に革新をもたらす。

#05 EV電池再利用 事例紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

米国企業が使用済みEVバッテリーをAIデータセンター
向け蓄電システムに再利用。電力問題と廃棄問題を解
決。

#06 亜鉛ヨウ素電池 学術発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
科学者チームが3分充電、6万サイクル、不燃性の亜鉛
ヨウ素電池を開発。EVや定置型蓄電に革命的。

#07 DeltaX製造拠点 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
DeltaXがジョージア州に1.41億ドル投じ大規模バッテ
リー製造拠点建設を計画。米国内の需要に対応。

#08 欧州Rec課題 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

欧州のバッテリーリサイクル事業は高コスト、原材料
価格変動、インフラ不足で経済的に成立せず、課題に
直面。

#09 CATL Na-ionコスト 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

CATLが2026年末までにナトリウムイオン電池をLFP
電池と同等のコストで提供予定。EV/ESS市場に大き
な影響。

#10 英長期蓄電支援 政策発表
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

英国政府が2,800万ポンドを投じ、数日〜数週間の超
長期エネルギー貯蔵技術開発を支援するプログラムを
開始。

#11 Capital BESS買収 市場動向
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

Capital Dynamicsが170MW/4時間のBESSプロジェ
クトを買収。再生可能エネルギー統合を加速し電力網
安定化。

#12 米中BESS規制 政策発表
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
米国政府が国家安全保障上の懸念から中国製BESSの
国内導入を禁止。サプライチェーン再編を加速。

#13 Gelion Li-S試験 製品供給
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

GelionのLi-S電池がQinetiQのドローン試験に合格。
高いエネルギー密度と軽量性で航空分野への市場投入
加速。

#14 Pure Li金属電池 技術発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
Pure Lithiumがデンドライト抑制でリチウム金属電池
のサイクル性能を大幅改善。EVや電子機器に革命的。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#15 PNE正極リサイクル 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Princeton NuEnergyがDOEから5,000万ドル獲得し
、閉ループ型正極リサイクル施設を建設。国内サプラ
イチェーン強化。

#16 Itronicsブラックマス 技術発表
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

Itronicsがバッテリー「ブラックマス」からのクリテ
ィカルミネラル回収技術を進展。米国内サプライチェ
ーン強化に貢献。

#17 Invinity RFB契約 市場動向
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Invinityがスイスで2.1GWhのRFBプロジェクトEPC契
約を確定。大規模LDES市場におけるRFB技術の成熟
を示す。

#18 柔軟Li-S電池 学術発表
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

中国電子科技大学がPAAコーティングで安全性と寿命
を向上させた折り曲げ・切断可能なLi-S電池プロトタ
イプ開発。

#19 DOEサプライチェーン 政策発表
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

米国DOEが国内バッテリーサプライチェーン強化へ5
億ドル投資。Princeton NuEnergyがカソードリサイ
クル施設建設で5000万ドル獲得。

#21 Si負極市場拡大 市場予測
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

シリコン負極電池市場が2034年までに135億ドル規模
へ急成長。Sila Nanotechnologiesが国防総省から14
億ドル融資獲得し生産拡大。

#22 CATL Na-ion量産 製品発表
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

CATLが2026年に175Wh/kgのNaxtraナトリウムイオ
ン電池を量産投入。LFP同等のコストでEV/BESS市場
を本格化。

#23 LGES北米ESS 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

LGESがミシガン工場でLFP/NMC電池セル生産開始。
北米ESS市場向けに50GWh超の能力確保し市場変動
に対応。

#24 L&T;中東BESS 市場動向
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

L&T;が中東で合計6GWhのBESSプロジェクト3件を
受注。地域の電力網近代化と再生可能エネルギー統合
を強化。

#25 マンガンフロー電池 技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Certain Energyがマンガンフロー電池で1000万ポン
ド調達。バナジウム比1/10のコストで長時間蓄電を商
業化へ。

#26 欧州BESS加速 市場動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

欧州でBESS導入が加速。チェコが318MWh追加、ポ
ルトガルは1GVA超を貯蔵に割り当て、各国が政策で
市場育成。

#27 伊320MW BESS 市場動向
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

イタリアがTerna変電所隣接地に320MWの国家戦略B
ESSプロジェクトを計画。再生可能エネルギー統合を
支援。

#28 ESS Na-ion転換 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ESS Inc.が鉄フロー電池からナトリウムイオンBESS
へ戦略転換。信頼性と市場適合性を追求し市場ニーズ
に対応。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ Na-ion電池のコスト競争力は自社の設計前提を変えるか？
CATLが2026年末までにLFPと同等コストでのNa-ion電池提供を見込み、175Wh/kgのNaxtraセルを量産投入。EVやESS
の低価格化を加速し、既存LiBの優位性を揺るがす可能性。

❷ 米国のサプライチェーン再編は自社にとって機会か脅威か？
米国DOEは国内サプライチェーン強化に5億ドル投資し、中国製BESSの導入を禁止。リサイクル技術への大型助成金も。
日本企業は米国市場での新たな機会を捉えるべきか。

❸ 次世代高エネルギー密度電池の技術動向に追随できているか？
Li-S電池の軍事用途供給やシリコン負極への巨額投資、リチウム金属電池のサイクル寿命改善など、高エネルギー密度化
の動きが加速。自社R&D;戦略の再評価が急務。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

Na-ion量産
Si負極拡大

Li金属電池Li-S実用化閉ループRec

米国BESS規制

欧州Rec課題

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● Na-ion量産 注意 低コストEV/ESS市場拡大 LFP/NMC市場競争激化

● Si負極拡大 注意 高性能EV材料需要 日本材料の競争激化

● Li金属電池 注意 超高性能電池開発 技術競争激化

● Li-S実用化 注意 ドローン等新市場 既存電池の代替

● 閉ループRec 機会大 資源循環・コスト減 新技術への投資必要

● 米国BESS規制 機会大 米国市場参入機会 中国製排除の波及

● 欧州Rec課題 脅威大 — 循環経済の停滞
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深掘り ① ― CATL、Na-ion電池の量産とコスト優位性
#22 | 2026/08/25 | SodiumBatteryHub | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

CATLは2026年に175Wh/kgのNaxtraナトリウムイオン電池を量産投入し、LFP電池と同等の50〜56ドル/kWhの価格
で提供すると発表。これにより、Na-ion電池はEVのエントリーモデルや定置型蓄電システムにおいて、リチウムイオ
ン電池の主要な代替技術として本格的に市場に参入します。

Na-ion電池は、リチウムに比べて資源が豊富で安価なナトリウムを使用するため、サプライチェーンの安定化とコスト
低減に貢献。低温性能や安全性にも優れ、幅広い用途での普及が期待されます。CATLのこの動きは、バッテリー市場
の競争環境を大きく変える可能性があります。

▶ 技術者の視点

CATLの発表は、Na-ion電池が単なる研究段階から、LFP電池に匹敵する実用性とコスト競争力を持つ段
階へと移行したことを明確に示しています。175Wh/kgというエネルギー密度は、初期のNa-ion電池の
課題であった性能不足を克服しつつあり、特に都市型EVやBESS市場での採用を加速させるでしょう。
ただし、長距離EVや高性能電子機器向けにはまだリチウムイオン電池が優位であり、Na-ion電池の適用
範囲は限定的である可能性も考慮すべきです。 【機会】日本の材料メーカーは、Na-ion電池向けの新材
料開発（正極、負極、電解質）で新たな市場機会を捉えるべきです。セルメーカーは、CATLの動向を注
視し、自社の製品ポートフォリオにNa-ion電池を組み込む戦略を検討する必要があります。 【脅威】日
本のLFP/NMC電池メーカーは、CATLのNa-ion電池の低価格攻勢により、特にコスト重視の市場で競争
が激化する脅威に直面します。EVメーカーは、バッテリー調達戦略の見直しを迫られる可能性がありま
す。 【次のアクション】R&D;部門はCATLのNaxtraセルの詳細な性能・コスト分析を即時実施し、経
営企画部門はNa-ion電池の市場浸透シナリオを策定し、自社事業への影響を評価してください。

深掘り ② ― シリコン負極電池市場の急成長と米国の巨額投資
#21 | 2026/08/25 | MLQ.ai | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

シリコン負極電池市場は、EVと高速充電需要に牽引され、2034年までに135億ドル規模へCAGR49.6%で急成長する
と予測されています。Sila Nanotechnologiesは米国防総省から14億ドルの融資を獲得し、シリコン負極材料の生産施
設拡張と電池セル製造工場建設を計画しています。

Silaの「Titan Silicon」技術は、リチウムイオン電池のエネルギー密度を最大20%向上させ、特にEVやドローン向けに
高性能化を推進。Coreshell TechnologiesもDOEから5,000万ドルを獲得し、冶金シリコン負極を用いたギガファクト
リーを建設予定で、米国は国内サプライチェーン強化に注力しています。
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▶ 技術者の視点

シリコン負極は、グラファイトに比べて理論上約10倍のリチウムイオン貯蔵容量を持つため、EVの航続
距離延長や急速充電の鍵となる技術です。Sila Nanotechnologiesへの国防総省からの14億ドルという
巨額融資は、この技術が単なる民生用途だけでなく、国家安全保障上の戦略的価値を持つことを示唆し
ています。ただし、シリコン負極は充放電時の体積変化による劣化が課題であり、SilaやCoreshellの技
術がこの課題をどこまで克服しているか、具体的な長期信頼性データが重要です。 【機会】日本の材料
メーカーは、シリコン負極材料やその保護コーティング技術において、米国市場への参入機会を探るべ
きです。EVメーカーは、高性能バッテリーの選択肢が増えることで、製品差別化の機会を得られます。 
【脅威】既存のグラファイト負極サプライヤーは、シリコン負極へのシフトにより市場シェアを失う脅
威に直面します。日本の電池メーカーは、この技術競争で遅れを取らないよう、R&D;投資を加速する必
要があります。 【次のアクション】R&D;部門はシリコン負極の最新技術動向を継続的に調査し、自社
負極材料開発への応用可能性を検討。経営企画部門は、シリコン負極市場の成長予測に基づき、中長期
的な事業戦略を再評価してください。
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深掘り ③ ― Pure Lithium、リチウム金属電池のサイクル性能を革新
#14 | 2026/08/26 | BusinessWire | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●○

Pure Lithiumは、独自の負極リチウム金属電池技術により「前例のない」サイクル性能を達成したと発表しました。こ
れは、リチウム金属電池の主要課題であったデンドライト形成による安全性とサイクル寿命の制約を大幅に克服するも
のです。

リチウム金属電池は、リチウムイオン電池の約2倍の理論エネルギー密度を持ち、EVの航続距離やポータブル電子機器
のバッテリー寿命を劇的に延長する可能性を秘めています。同社の技術は、デンドライト成長を効果的に抑制すること
で、この高エネルギー密度を実用レベルで引き出すことを目指します。

▶ 技術者の視点

リチウム金属電池は、次世代電池の「究極の目標」の一つであり、そのデンドライト抑制技術は長年の
課題でした。Pure Lithiumの「前例のないサイクル性能」という発表は非常に注目に値しますが、具体
的な定量データ（サイクル数、容量維持率、安全性試験結果など）が不足しており、その妥当性を慎重
に評価する必要があります。特に、実環境での安全性と長期信頼性の検証が不可欠です。 【機会】日本
の材料メーカーや電池メーカーは、この技術が実用化されれば、超高性能EVや航空宇宙分野で新たな市
場を創出できる可能性があります。デンドライト抑制技術に関する基礎研究や材料開発への投資は、将
来の競争力に直結します。 【脅威】もしこの技術が確立されれば、既存のリチウムイオン電池の優位性
が揺らぎ、日本の電池産業全体が大きな転換を迫られる可能性があります。技術開発競争の激化は避け
られないでしょう。 【次のアクション】R&D;部門は、Pure Lithiumの技術発表を詳細に分析し、公開
されるであろう追加データ（学術論文等）を速やかに評価してください。また、デンドライト抑制に関
する自社の研究開発状況を再確認し、必要に応じて戦略を見直すことを検討してください。

その他の注目記事
Invinity、スイスで2.1GWhフロー電池契約（Energy-Storage.news）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

Invinityがスイスで2.1GWhのRFBプロジェクトEPC契約を確定。大規模LDES市場におけるRFB技術の成熟を示す。

フォーミュラX、100時間鉄空気電池を投入（Facilities Dive）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

フォーミュラXが低コストで100時間持続可能な鉄空気電池を開発。定置型蓄電市場に革新をもたらす可能性。

使用済みEVバッテリーをAIデータセンターに再利用（Economic Times）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

米国企業が使用済みEVバッテリーをAIデータセンター向け蓄電システムに再利用。電力問題と廃棄問題を同時に解決。

3分充電・6万サイクル・不燃性の亜鉛ヨウ素電池開発（TechRadar）
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●●

科学者チームが3分充電、6万サイクル、不燃性の亜鉛ヨウ素電池を開発。EVや定置型蓄電に革命的だが実用化は遠い
。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】CATLのNa-ion量産化（#22）とコスト目標（#09）を詳細分析し、自社Na-ion開発ロードマップへ
の影響を評価。

• 【調達】米国BESS規制（#12）の具体的な適用範囲と対象企業を確認し、サプライチェーンへの影響を評価。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】シリコン負極（#21）の最新技術動向とSila
Nanotechnologiesの技術詳細を調査し、自社負極材料開発への応用可能性を検討。

• 【経営企画】EVバッテリーのセカンドライフ活用（#05）について、AIデータセンター向けなど新たな市場機
会を検討。

• 【R&D;】Li-S電池（#03, #13,
#18）の最新技術動向を調査し、ドローンやフレキシブルデバイスへの応用可能性を評価。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】リチウム金属電池（#14）のデンドライト抑制技術を継続的にモニタリングし、次世代EVバッテリー
への適用可能性を評価。

• 【経営企画】欧州のバッテリーリサイクル課題（#08）を参考に、日本のリサイクル事業の経済性向上策を検討
。

• 【R&D;】LDES技術（鉄空気電池#04, マンガンフロー電池#25,
RFB#17）の動向を注視し、日本の電力系統への導入可能性を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-29
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収録記事一覧

#01 MDPI、低温環境下ナトリウムイオン電池の性能最適化戦略に関する研究レビューを発表

#02 24Mテクノロジーズ、半固体ナトリウムイオン電池技術でEV航続距離延長・急速充電を実現

#03 Li-S Energy、画期的なリチウム硫黄電池セルを米国陸軍に供給開始

#04 フォーミュラX、定置型蓄電市場に革新的な100時間持続可能な鉄空気電池を投入

#05 米国企業、使用済みEVバッテリーをネバダ州のAIデータセンター向け蓄電システムに再利用

#06 科学者、3分充電・6万サイクル・不燃性の次世代亜鉛ヨウ素電池を開発

#07 DeltaX、1億4,100万ドルを投じジョージア州に大規模バッテリー製造拠点建設を計画

#08 欧州、バッテリーリサイクルが依然として経済的に成立しない課題に直面

#09 CATL、2026年末までにナトリウムイオン電池をLFP電池と同等のコストで提供見込み

#10 英国政府、長期蓄電技術開発を支援するため2,800万ポンドの新たなチャレンジを開始

#11 Capital Dynamics、170MW/4時間バッテリー蓄電プロジェクトを買収し再生可能エネルギー統
合を加速

#12 米政府、新たな大統領令で中国製バッテリー蓄電システムの国内導入を禁止

#13 Gelion、リチウム硫黄電池が独立機関QinetiQのドローン試験に合格し市場投入に弾み

#14 Pure Lithium、画期的な負極リチウム金属電池技術で前例のないサイクル性能を達成

#15 Princeton NuEnergy、DOEから5,000万ドルの助成金獲得、閉ループ型正極リサイクル施設を
建設へ

#16 Itronics、バッテリー「ブラックマス」回収技術でクリティカルミネラル処理を前進

#17 Invinity Energy Systems、スイスで2.1GWhの画期的なフローバッテリープロジェクトEPC契

約を確定

#18 中国電子科技大学、ポリアクリル酸コーティングで安全性と寿命を向上させた折り曲げ・切断可
能なLi-S電池プロトタイプ開発

#19 米国DOE、国内バッテリーサプライチェーン強化へ5億ドル投資：Princeton NuEnergyがジョー
ジア州にカソードリサイクル施設建設で5000万ドル獲得

#21 シリコン負極電池市場、EVと高速充電需要で2034年までに135億ドル規模へ：Sila

Nanotechnologiesが国防総省から14億ドルの融資獲得

#22 ナトリウムイオン電池、2026年に商用化本格化：CATLが175Wh/kgのNaxtraセルを量産投入、
価格は50〜56ドル/kWhに

#23 LG Energy Solution、ミシガン工場でLFPおよびNMC電池セル生産開始：北米ESS市場向け
50GWh超の能力確保



#24 L&Tの再生可能エネルギー部門、中東で合計6GWhのバッテリーエネルギー貯蔵プロジェクト3
件を受注

#25 英国Certain Energy、マンガンフロー電池で1000万ポンド調達：バナジウム比1/10のコストで

長時間蓄電商業化へ

#26 欧州、BESS導入が加速：チェコが上半期に318MWhを追加、ポルトガルは1GVA超を貯蔵に割
り当て

#27 イタリア、Terna変電所隣接地に320MWの国家戦略BESSプロジェクトを計画

#28 ESS Inc.、鉄フロー電池の課題克服に向け戦略転換：ナトリウムイオンBESSへ焦点移動



#01 MDPI、低温環境下ナトリウムイオン電池の性能最適
化戦略に関する研究レビューを発表

概要

MDPIは、ナトリウムイオン電池（SIB）の低温性能を向上させるための電解質最適化
戦略に関する包括的な研究レビューを発表しました。このレビューは、低温環境下で
の伝導率低下、粘度増加、界面安定性不良といったSIBの課題に焦点を当てています。

極限環境での実用的なSIB応用に向けて、これらの限界を克服するための具体的な戦略
を提示しており、次世代電池開発に重要な指針となります。

公開日 2026年08月26日  MDPI  ドイツ



詳細

主要成果

MDPIが発表した研究レビューは、ナトリウムイオン電池（SIB）の低温性能を劇的に向
上させるための電解質最適化戦略に焦点を当てています。これは、極寒地での電気自動
車（EV）や定置型蓄電システムにおけるSIBの実用化に向けた重要な一歩となります。
従来のSIBは低温環境下で性能が著しく低下するという課題を抱えていましたが、本レ
ビューはそれを克服するための具体的かつ先進的なアプローチを概説しています。

技術・臨床詳細

研究レビューでは、低温下でのSIBの主要な性能低下要因として、電解質の伝導率の低
下、粘度の増加、および電極と電解質間の界面安定性の悪化が挙げられています。これ
らの問題は、充電容量の損失、充電時間の延長、さらにはサイクル寿命の短縮を招きま
す。最適化戦略としては、溶媒の誘電率や粘度を調整すること、電解液の凝固点を下げ
る低融点添加剤の使用、および固体電解質界面（SEI）の形成を改善する機能性添加剤
の開発などが提案されています。特に、フッ素化溶媒やイオン液体、さらには高濃度電
解液を用いることで、-20℃以下でも安定した性能を維持できる可能性が示されていま
す。これにより、これまでリチウムイオン電池が優位であった低温域でのエネルギー密
度と出力特性のギャップを埋めることが期待されます。

背景・業界文脈

ナトリウムイオン電池は、リチウムに比べて資源が豊富で安価であるため、リチウムイ
オン電池の代替として注目されています。しかし、低温での性能は長年の課題であり、
特にEVや再生可能エネルギーの蓄電システムなど、幅広い温度範囲での動作が求められ
る用途での普及を妨げていました。今回のレビューは、電解質技術の進化がSIBの低温
性能向上に不可欠であることを強調し、研究開発の方向性を明確に示しています。これ
は、グローバルなエネルギー貯蔵市場における競争力を高める上で重要なマイルストー
ンとなります。



今後の展望

本研究レビューで示された最適化戦略は、SIBの実用化を加速させる可能性を秘めてい
ます。特に、低温性能が改善されれば、北欧やカナダなどの寒冷地でのEVの航続距離と
信頼性が向上し、再生可能エネルギー源からの電力グリッド安定化に貢献する定置型蓄
電システムの導入がより容易になります。今後は、これらの電解質技術を実規模セルで
検証し、量産化に向けたコスト効率の高い製造プロセスの確立が次の焦点となるでしょ
う。これにより、SIBが持続可能なエネルギー未来の実現に大きく貢献することが期待
されます。

元記事: https://www.mdpi.com/1996-1944/19/17/3634

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1996-1944/19/17/3634


#02 24Mテクノロジーズ、半固体ナトリウムイオン電池技
術でEV航続距離延長・急速充電を実現

概要

電気自動車（EV）バッテリー技術において、半固体ナトリウムイオン電池が重要な進
展を遂げており、24MテクノロジーズがDOEからの助成金を得てこの分野を牽引して
います。この新技術は、従来のEV向けリチウムイオン電池と比較して、より長い航続

距離、高速充電、そして大幅な安全性向上を実現する可能性を秘めています。DARPA

も関連プログラムに投資しており、次世代EVの性能と信頼性を大きく変革すると期待
されています。

公開日 2026年08月26日  Facebook (24M Technologies言及)  アメリカ



詳細

主要成果

電気自動車（EV）バッテリー技術の分野で、半固体ナトリウムイオン電池が大きなブレ
ークスルーを達成し、特に24Mテクノロジーズが米国エネルギー省（DOE）からの助成
金を受けて研究開発を加速させています。この革新的なバッテリー技術は、従来のEV用
リチウムイオン電池に比べ、飛躍的な航続距離の延長、劇的な充電時間の短縮、および
根本的な安全性向上をもたらす可能性を秘めています。国防高等研究計画局（DARPA）
も関連プログラムに積極的に投資しており、この技術が今後のEV市場と国防分野におけ
るエネルギー貯蔵に与える影響は計り知れません。

技術・臨床詳細

半固体ナトリウムイオン電池は、電解質の一部を固形化することで、液体電解質に起因
する安全性リスクを低減しつつ、固体の高いエネルギー密度と液体の優れたイオン伝導
性を両立させます。この「半固体」アプローチにより、バッテリーパックの構造簡素
化、製造コストの削減、そして熱暴走リスクの最小化が可能になります。具体的には、
24Mテクノロジーズのアプローチは、高エネルギー密度と高速充電能力を実現しなが
ら、製造工程での溶媒使用量を大幅に削減することで、環境負荷の低い生産を可能にす
ると報じられています。この技術は、既存のリチウムイオン電池と比較して、特に長距
離移動を必要とするEVにおいて、ユーザーの利便性と安全性を大幅に向上させる潜在力
があります。

背景・業界文脈

EV市場の急速な拡大に伴い、バッテリーの性能、コスト、安全性への要求は高まる一方
です。リチウムイオン電池は広く普及していますが、リチウム資源の偏在、コスト変
動、熱暴走のリスクといった課題が指摘されています。ナトリウムイオン電池は、豊富
で安価なナトリウムを主材料とするため、サプライチェーンのリスクを低減し、コスト
競争力を高める代替技術として期待されてきました。特に半固体または全固体電池技術
は、EVバッテリーの次なるフロンティアと見なされており、24Mテクノロジーズのよう
な企業の進展は、この分野における米国主導のイノベーションを象徴しています。



今後の展望

24Mテクノロジーズのような企業による半固体ナトリウムイオン電池の進展は、EV産業
に革命をもたらす可能性を秘めています。より安全で高性能、かつ持続可能なバッテリ
ーソリューションは、消費者のEV採用を加速させ、持続可能な交通システムへの移行を
強力に後押しするでしょう。DOEやDARPAからの継続的な支援は、この技術が早期に市
場投入されるための重要な推進力となります。これにより、EVの普及率がさらに高ま
り、エネルギー貯蔵技術全体の進化に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/61578840501298/posts/a-major-breakthrough-in-ev-battery-

technology-is-making-waves-a-new-solid-state-/122174782712961350/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/61578840501298/posts/a-major-breakthrough-in-ev-battery-technology-is-making-waves-a-new-solid-state-/122174782712961350/
https://www.facebook.com/61578840501298/posts/a-major-breakthrough-in-ev-battery-technology-is-making-waves-a-new-solid-state-/122174782712961350/


#03 Li-S Energy、画期的なリチウム硫黄電池セルを米国
陸軍に供給開始

概要

オーストラリアのLi-S Energy（ASX: LIS）は、同社初の画期的なリチウム硫黄（Li-S）
電池セルを米国陸軍に供給を開始しました。この供給は、防衛分野におけるエネルギ
ー貯蔵技術のブレークスルーとして注目されており、軍事用途の厳しい要件を満たす

高性能バッテリーの可能性を示しています。Li-S電池は高いエネルギー密度と軽量性を
特徴とし、特にドローンや兵士が携帯する装備の運用時間を大幅に延長することが期
待されます。

公開日 2026年08月25日  TipRanks  オーストラリア



詳細

主要成果

オーストラリアのバッテリー技術企業であるLi-S Energy（ASX: LIS）は、同社が開発し
たリチウム硫黄（Li-S）電池の最初のバッチを米国陸軍に納入しました。この納入は、
防衛部門におけるエネルギー貯蔵技術の革新的な進展を意味し、軍事用途に特化した次
世代バッテリーソリューションへの道を開くものです。Li-S電池は、従来のバッテリー
と比較して格段に高いエネルギー密度と軽量性を実現し、現場での運用能力を大きく向
上させることが期待されています。

技術・臨床詳細

Li-S電池技術は、リチウム金属を負極に、硫黄を正極に用いることで、理論上、リチウ
ムイオン電池の約2倍のエネルギー密度を達成できる可能性があります。Li-S Energyの
セルは、この高エネルギー密度と、同社独自のナノ硫黄材料技術「BOHMER™」および
中間硫黄化合物のシャトル効果を抑制する「LI-S TECHNOLOGY™」によって、高いサイ
クル寿命と安定性を両立させていると報じられています。米国陸軍への供給は、過酷な
条件下での信頼性と性能が厳しく評価される軍事用途にLi-S電池が適していることを示
唆しており、特に長時間の飛行や偵察が求められるドローン、あるいは兵士が携帯する
通信機器やセンサーといった装備の稼働時間を劇的に延長する可能性を秘めています。
これにより、兵士の負担軽減や作戦遂行能力の向上に直接貢献することが期待されま
す。

背景・業界文脈

防衛産業では、小型化、軽量化、長寿命化、そして高い信頼性を持つ電源の需要が非常
に高まっています。特に、ドローンや無人地上車両（UGV）、兵士携帯型電子機器の進
化に伴い、これらのプラットフォームを長時間稼働させるための高性能バッテリーが不
可欠です。リチウムイオン電池は広く採用されていますが、その性能には限界があり、
より軽量でエネルギー密度の高いLi-S電池が次世代のソリューションとして注目されて
きました。Li-S Energyの米国陸軍への供給は、この技術が研究段階から実用段階へと移
行しつつあることを示す重要なマイルストーンです。



今後の展望

Li-S Energyの技術が米国陸軍のテストで良好な結果を示せば、これはLi-S電池技術全体
の信頼性を高め、防衛産業における広範な採用につながる可能性があります。さらに、
軍事用途での成功は、最終的に民生用アプリケーション、例えば電気航空機や長距離
EV、あるいはスマートフォンやウェアラブルデバイスといった分野への展開を加速させ
る起爆剤となるでしょう。この種の技術進展は、エネルギー貯蔵分野におけるオースト
ラリア企業の国際的な競争力を高める上でも重要な意味を持ちます。

元記事: https://www.tipranks.com/news/company-announcements/li-s-energy-sends-first-lithium-sulfur-

cells-to-us-army-in-defence-breakthrough

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tipranks.com/news/company-announcements/li-s-energy-sends-first-lithium-sulfur-cells-to-us-army-in-defence-breakthrough
https://www.tipranks.com/news/company-announcements/li-s-energy-sends-first-lithium-sulfur-cells-to-us-army-in-defence-breakthrough


#04 フォーミュラX、定置型蓄電市場に革新的な100時間
持続可能な鉄空気電池を投入

概要

新興企業フォーミュラXは、定置型蓄電市場向けに、低コストで100時間持続可能な鉄
空気電池を開発し、大規模な展開に向けて注目を集めています。この技術は、再生可
能エネルギーの断続性を補完し、電力グリッドの安定化に貢献する長期間エネルギー

貯蔵の課題を解決する可能性を秘めています。従来のリチウムイオン電池に比べ、大
幅なコスト削減と環境負荷低減が期待されており、ユーティリティスケールでの採用
が加速すると見られます。

公開日 2026年08月27日  Facilities Dive  アメリカ



詳細

主要成果

新興企業フォーミュラXは、定置型蓄電市場に革命をもたらす可能性のある、低コスト
で100時間もの長時間持続可能な鉄空気電池を開発し、業界内で大きな注目を集めてい
ます。この画期的な技術は、再生可能エネルギーの導入拡大に伴う電力供給の不安定性
という喫緊の課題に対し、実用的で経済的な解決策を提供します。従来のバッテリー技
術と比較して、はるかに低い運用コストと環境フットプリントを実現することで、大規
模なエネルギー貯蔵システムの導入を加速させるでしょう。

技術・臨床詳細

鉄空気電池は、鉄と空気中の酸素を反応させることで電気を生成・貯蔵するレドックス
フロー電池の一種です。フォーミュラXが開発したシステムは、特にエネルギー貯蔵容
量と放出期間の最適化に注力しており、最大100時間という驚異的な持続時間を実現し
ます。これは、従来の主流であるリチウムイオン電池の数時間の貯蔵能力を大きく上回
るもので、日単位、週単位の電力需要変動に対応可能です。主要な技術的特徴として
は、安価で豊富な材料（鉄、水、空気）を使用している点、非可燃性で安全性が高い
点、そして特定の材料（詳細未公表）の改良によりサイクル寿命と効率を向上させてい
る点が挙げられます。これにより、キロワット時あたりのコストを大幅に削減し、貯蔵
期間が長くなるほどコスト優位性が増すという特性を持っています。

背景・業界文脈

世界の電力市場は、脱炭素化と再生可能エネルギーへの移行が加速しており、これに伴
い電力グリッドの安定化と信頼性確保が最大の課題となっています。太陽光や風力発電
のような間欠性電源の比率が増えるにつれて、数時間から数日間にわたる電力を貯蔵で
きる「長期間エネルギー貯蔵（LDES）」技術の必要性が高まっています。リチウムイオ
ン電池は短・中期間の貯蔵には適していますが、長期間の貯蔵ではコストが高く、資源
制約もあります。鉄空気電池は、こうしたLDES市場のニーズに応える次世代技術とし
て、近年、研究開発が活発化しており、フォーミュラXの進展は、この分野の商業化に
向けた重要なステップとなります。



今後の展望

フォーミュラXの100時間持続可能な鉄空気電池は、定置型蓄電システムに大きな変革を
もたらす可能性を秘めています。この技術が大規模に導入されれば、電力会社はピーク
需要時の電力供給をより柔軟に管理できるようになり、再生可能エネルギーの導入をさ
らに加速できます。特に、遠隔地のコミュニティやマイクログリッド、あるいは産業施
設など、安定した電力供給が不可欠な場所での活用が期待されます。今後の課題は、実
証段階から商業運転へのスケールアップと、長期的な信頼性および耐久性の証明となる
でしょう。成功すれば、エネルギー貯蔵市場における新たなデファクトスタンダードを
確立し、エネルギー転換を強力に推進する原動力となるでしょう。

元記事: https://www.facilitiesdive.com/news/facilities-betting-big-on-low-cost-100-hour-iron-air-

batteries/828778/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facilitiesdive.com/news/facilities-betting-big-on-low-cost-100-hour-iron-air-batteries/828778/
https://www.facilitiesdive.com/news/facilities-betting-big-on-low-cost-100-hour-iron-air-batteries/828778/


#05 米国企業、使用済みEVバッテリーをネバダ州のAIデ
ータセンター向け蓄電システムに再利用

概要

米国の一企業が、ネバダ州で寿命を迎えた電気自動車（EV）バッテリーをAIデータセ
ンター向けの蓄電システムとして再利用する画期的な取り組みを開始しました。この
アプローチは、AIの計算需要増大による電力消費問題と、使用済みEVバッテリーの廃

棄問題という二つの主要な課題を同時に解決するものです。再利用バッテリーは、デ
ータセンターの安定した電力供給とピークシフトに貢献し、経済性と環境持続可能性
の両面で大きなメリットをもたらします。

公開日 2026年08月25日  Economic Times  アメリカ



詳細

主要成果

米国のある先進企業が、ネバダ州において、役目を終えた電気自動車（EV）バッテリー
をAIデータセンター向けの蓄電システムとして再利用する革新的なプロジェクトを立ち
上げました。この取り組みは、AI技術の爆発的な成長に伴うデータセンターの莫大な電
力需要と、使用済みEVバッテリーが抱える環境問題という、現代社会の二大課題に効果
的な解決策を同時に提供するものです。再利用されるバッテリーは、データセンターの
安定的な電力供給を確保し、運用コストを削減しながら、持続可能な資源循環を促進し
ます。

技術・臨床詳細

このプロジェクトでは、EVとして使用寿命を終えたリチウムイオンバッテリーを回収
し、専門的な診断と選別プロセスを経て、データセンターのバックアップ電源やピーク
シフト用の蓄電システムへと転用します。EV用としては性能が低下しても、データセン
ターのような定置型用途では十分な性能を発揮できるバッテリーが多く存在します。再
利用されるバッテリーパックは、エネルギー管理システム（BMS）と統合され、データ
センターの電力負荷に合わせて充放電を最適化します。これにより、系統電力からのピ
ーク時電力購入を抑制し、運用コストを削減するとともに、予期せぬ停電時には瞬時に
バックアップ電源として機能します。特にAIデータセンターは高密度なサーバー群を運
用するため、安定した電力供給と高い電力効率が不可欠であり、再利用バッテリーはこ
れを経済的に実現する有効な手段となります。プロジェクトは、バッテリーの残存容
量、サイクル寿命、安全性を厳密に評価し、最適なシステム構成を設計します。

背景・業界文脈

AIの進化は、GPU（Graphics Processing Unit）サーバーなどの高負荷なハードウェアの
普及を促し、データセンターの電力消費量を飛躍的に増加させています。同時に、EVの
普及拡大は、数年後には大量の使用済みバッテリーが排出される「バッテリーの山」問
題を引き起こすことが懸念されています。これらのバッテリーは依然として相当量のエ
ネルギーを貯蔵する能力を持っているため、廃棄するのではなく、新たな用途に再利用
する「セカンドライフ」活用が世界的に模索されてきました。このネバダ州のプロジェ
クトは、この二つの喫緊の課題をリンクさせ、循環型経済とエネルギー効率化を両立さ
せる先駆的なモデルとして位置づけられます。



今後の展望

使用済みEVバッテリーをAIデータセンターの蓄電システムとして再利用するこのモデル
は、今後、他の地域や産業分野にも広く波及する可能性があります。成功すれば、EVバ
ッテリーのライフサイクル全体における価値を最大化し、リチウムやコバルトといった
希少資源の消費量を抑制する上で大きく貢献します。また、データセンター事業者にと
っては、電力コストの削減と環境負荷の低減を両立させる新しいソリューションとなり
ます。このプロジェクトは、持続可能なデータセンター運営と、次世代バッテリーの資
源循環モデルを確立する上で重要なベンチマークとなるでしょう。将来的には、バッテ
リーの診断・選別技術の標準化や、より効率的な再利用システムが開発されることが期
待されます。

元記事: https://m.economictimes.indiatimes.com/magazines/panache/this-us-company-is-repurposing-

old-ev-batteries-in-nevada-to-power-ai-data-centres-this-could-solve-one-of-ais-biggest-

problems/articleshow/133475316.cms

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://m.economictimes.indiatimes.com/magazines/panache/this-us-company-is-repurposing-old-ev-batteries-in-nevada-to-power-ai-data-centres-this-could-solve-one-of-ais-biggest-problems/articleshow/133475316.cms
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https://m.economictimes.indiatimes.com/magazines/panache/this-us-company-is-repurposing-old-ev-batteries-in-nevada-to-power-ai-data-centres-this-could-solve-one-of-ais-biggest-problems/articleshow/133475316.cms


#06 科学者、3分充電・6万サイクル・不燃性の次世代亜
鉛ヨウ素電池を開発

概要

科学者チームが、わずか3分で充電完了し、60,000サイクル以上の長寿命を持ち、さら
に不燃性という画期的な次世代亜鉛ヨウ素電池を開発しました。この研究成果は、従
来の電池技術が抱える安全性、充電速度、耐久性の課題を根本的に解決する可能性を

秘めています。特に、急速充電を必要とする電気自動車や、安全性と長寿命が求めら
れる定置型蓄電システムに大きな変革をもたらすと期待されています。

公開日 2026年08月26日  TechRadar  アメリカ



詳細

主要成果

科学者チームが、わずか3分でフル充電が可能で、サイクル寿命が60,000回を超える上
に、本質的に不燃性であるという、画期的な次世代亜鉛ヨウ素電池の開発に成功しまし
た。この革新的なバッテリー技術は、電気自動車（EV）や大規模な電力網向けのエネル
ギー貯蔵システムなど、広範なアプリケーションにおいて安全性、充電速度、および耐
久性に関する既存の課題を根本的に解決する可能性を秘めています。この発見は、バッ
テリー技術の新たな標準を打ち立てるものとして、研究者、エンジニア、投資家から大
きな注目を集めています。

技術・臨床詳細

開発された亜鉛ヨウ素電池は、亜鉛をアノードに、ヨウ素をカソードに用いるレドック
スフロー型電池の一種であり、水性電解液を使用することで高い安全性を確保していま
す。最大の特長は、その驚異的な充電速度と長寿命です。研究チームは、特殊な電解液
組成と電極構造の最適化により、3分以内での90%以上の充電達成を実証しました。ま
た、60,000サイクルという途方もない充放電サイクル数を達成し、これは一般的なリチ
ウムイオン電池の数倍から数十倍に相当します。この長寿命は、材料の安定性と電極反
応の可逆性が極めて高いことに起因します。さらに、水性電解液を使用するため、リチ
ウムイオン電池で問題となる発火リスクがほとんどなく、安全性は飛躍的に向上してい
ます。この高い安全性は、家庭用蓄電や公共施設での大規模導入において極めて重要な
要素となります。

背景・業界文脈

今日のエネルギー貯蔵市場は、リチウムイオン電池が支配的ですが、その高いコスト、
資源制約、そして熱暴走のリスクが常に課題として存在しています。特に、EVの普及に
より、充電時間の短縮と安全性向上への要求が強まっています。亜鉛ベースの電池は、
安価で豊富な資源を使用できることから、リチウム代替として長年研究されてきました
が、過去にはサイクル寿命やエネルギー密度に課題がありました。今回の亜鉛ヨウ素電
池のブレークスルーは、これらの課題を一挙に解決するものであり、特に長期間にわた
る定置型蓄電や、急速充電インフラが不可欠なEVセクターにおいて、ゲームチェンジャ
ーとなる可能性を秘めています。



今後の展望

この次世代亜鉛ヨウ素電池の開発は、エネルギー貯蔵分野に計り知れない影響を与える
でしょう。3分での充電能力は、EVの利用体験をガソリン車並みに近づけ、消費者のEV

採用を加速させる可能性があります。また、60,000サイクルという寿命は、バッテリー
交換の頻度を大幅に減らし、総所有コスト（TCO）を低減します。不燃性であることか
ら、都市部や住宅地での大規模蓄電システムの導入が容易になり、再生可能エネルギー
の統合とグリッドの安定化に大きく貢献します。今後の課題は、実用的なスケールでの
製造コストの最適化と、様々な環境条件下での長期的な性能検証となるでしょう。商業
化に成功すれば、この技術は持続可能なエネルギー未来の実現に向けた重要な柱となる
ことが期待されます。

元記事: https://www.techradar.com/home/energy-saving/scientists-develop-next-gen-zinc-iodine-

batteries-with-60-000-cycles-that-charge-in-3-minutes-and-they-wont-catch-fire-either

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.techradar.com/home/energy-saving/scientists-develop-next-gen-zinc-iodine-batteries-with-60-000-cycles-that-charge-in-3-minutes-and-they-wont-catch-fire-either
https://www.techradar.com/home/energy-saving/scientists-develop-next-gen-zinc-iodine-batteries-with-60-000-cycles-that-charge-in-3-minutes-and-they-wont-catch-fire-either


#07 DeltaX、1億4,100万ドルを投じジョージア州に大規
模バッテリー製造拠点建設を計画

概要

バッテリー製造を手掛けるDeltaXは、ジョージア州に1億4,100万ドル（約200億円）を
投じて大規模なバッテリー蓄電システム製造拠点を建設する計画を発表しました。こ
の新施設は、米国内のエネルギー貯蔵需要の高まりに対応し、サプライチェーンの強

化と地域経済の活性化に貢献します。最先端の製造技術を導入し、次世代バッテリー
の生産能力を大幅に拡大することを目指しています。

公開日 2026年08月27日  Environment + Energy Leader  アメリカ



詳細

主要成果

バッテリー製造のイノベーターであるDeltaXは、米国ジョージア州に1億4,100万ドル
（約200億円）を投資し、最先端のバッテリー蓄電システム（BESS）製造拠点を設立す
る大規模な計画を発表しました。この戦略的な投資は、米国におけるエネルギー貯蔵ソ
リューションに対する需要の高まりに対応するとともに、国内サプライチェーンの強化
と地域経済の活性化に貢献することを目的としています。新施設では、最新の自動化技
術と持続可能な製造プロセスを統合し、次世代バッテリーの生産能力を劇的に拡大する
予定です。

技術・臨床詳細

DeltaXが計画するジョージア州の製造拠点は、特に電力グリッドスケールの蓄電システ
ムに特化し、特定の種類のバッテリー技術（詳細未公表、ただし次世代化学に焦点を当
てていると示唆）の生産を拡大します。この施設は、製造プロセス全体にわたる効率性
と品質管理の厳格化を特徴とし、AIを活用した生産最適化システムやロボットアームに
よる組み立てラインが導入される見込みです。目標は、生産コストを削減しつつ、高い
エネルギー密度と長寿命を持つバッテリー製品を市場に供給することです。これによ
り、再生可能エネルギーの統合を促進し、電力網の安定性を向上させる、より信頼性の
高い蓄電ソリューションが実現します。

背景・業界文脈

米国では、再生可能エネルギー目標の達成と電力網の近代化に向け、エネルギー貯蔵技
術への投資が急増しています。特に、国内製造能力の強化は、サプライチェーンの安定
化と、中国などに依存するリスクの低減という国家的な戦略的優先事項です。ジョージ
ア州は、バッテリー産業にとって魅力的なエコシステムを形成しており、主要な自動車
メーカーやバッテリー関連企業が拠点を置いています。DeltaXのこの投資は、米国政府
の「国内製造促進」政策と完全に合致し、同地域のバッテリーバレー構想をさらに推進
するものとなります。



今後の展望

DeltaXによるジョージア州の新製造拠点の設立は、米国のエネルギー独立性強化とクリ
ーンエネルギー経済への移行において重要な役割を果たすでしょう。この大規模な生産
施設は、数百人規模の雇用を創出し、地域の経済成長を牽引することが期待されます。
また、同社が次世代バッテリー技術の生産を強化することで、米国のエネルギー貯蔵市
場における競争力が高まり、より安価で高性能なバッテリーソリューションが利用可能
になります。今後の展開としては、建設スケジュールの順守と、初期生産段階での効率
性と品質の証明が重要となり、成功すれば、DeltaXはエネルギー貯蔵分野における主要
プレイヤーとしての地位を確立するでしょう。

元記事: https://environmentenergyleader.com/stories/deltax-plans-141m-georgia-battery-storage-

manufacturing-hub,137442

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://environmentenergyleader.com/stories/deltax-plans-141m-georgia-battery-storage-manufacturing-hub,137442
https://environmentenergyleader.com/stories/deltax-plans-141m-georgia-battery-storage-manufacturing-hub,137442


#08 欧州、バッテリーリサイクルが依然として経済的に成
立しない課題に直面

概要

ESS Newsの報道によると、欧州連合（EU）におけるバッテリーリサイクル事業は、現
状では経済的に成立しないという深刻な課題に直面しています。リサイクルプロセス
の高コスト、回収される原材料の市場価格の変動、そして効率的な回収・選別インフ

ラの不足が主な原因です。この状況は、循環型経済の実現を目指すEUの野心的な目標
にとって大きな障害となっており、政策的な支援や技術革新が急務とされています。

公開日 2026年08月28日  ESS News  ヨーロッパ



詳細

主要成果

ESS Newsが報じたところによると、欧州連合（EU）において、使用済みバッテリーの
リサイクル事業が依然として経済的に採算が取れないという課題に直面していることが
明らかになりました。これは、EUが掲げる野心的な循環型経済の目標達成に向けた重大
な障害となっており、バッテリーサプライチェーン全体の持続可能性を脅かす可能性が
あります。現状では、リサイクルプロセスに必要なコストが、回収される二次材料の市
場価値を上回ることが多く、事業としての持続が困難な状況が続いています。

技術・臨床詳細

バッテリーリサイクルが非経済的である主な要因としては、いくつかの技術的・経済的
側面が挙げられます。まず、多種多様なバッテリー化学（リチウムイオン、ニッケル水
素など）が存在し、それぞれ異なるリサイクルプロセスが必要となるため、回収・選
別・処理の複雑性が増し、コストが高くなります。特に、EVバッテリーのような大型・
複雑なパックは、解体や安全な処理に高度な技術と設備を要します。次に、回収された
リチウム、コバルト、ニッケルなどの原材料の純度を高く保つための精製プロセスも高
コストです。さらに、バージン材料（新規採掘された原材料）の市場価格が変動し、リ
サイクル材料が常に価格競争力を持つとは限らない点が、経済性の最大の障壁となって
います。現状の欧州のリサイクルインフラは、これらの課題に対応しきれていない状況
です。

背景・業界文脈

EUは、バッテリーのライフサイクル全体における持続可能性を高めるため、世界でも最
も厳格なバッテリー規制を導入しています。これには、リサイクル効率の目標設定や、
新バッテリーにおけるリサイクル材料含有率の義務化などが含まれます。これらの規制
は、資源自給率の向上と環境負荷の低減を目指すものですが、リサイクルプロセスの経
済性が伴わなければ、目標達成は困難です。アジア諸国、特に中国では、より確立され
たリサイクルエコシステムと経済規模のメリットにより、リサイクルが比較的活発に行
われているケースが多く、欧州は国際的な競争力の観点からも遅れを取っている可能性
があります。



今後の展望

欧州におけるバッテリーリサイクルの経済性課題は、政策立案者、産業界、研究機関に
とって喫緊の課題です。この状況を改善するためには、以下の多角的なアプローチが考
えられます。第一に、リサイクル技術の革新によるコスト削減と効率向上。特に、より
広範なバッテリー化学に対応できる汎用性の高いリサイクルプロセスの開発が求められ
ます。第二に、リサイクル材料の市場価値を高めるための政策支援（例: リサイクル材
料利用へのインセンティブ付与、排出権取引制度との連携）。第三に、使用済みバッテ
リーの回収・選別・物流ネットワークの最適化と効率化です。これらの取り組みが複合
的に進められることで、欧州は真に持続可能で経済的に成立するバッテリー循環型経済
を構築し、グローバルなリーダーシップを発揮できるようになるでしょう。

元記事: https://www.ess-news.com/2026/08/28/battery-recycling-remains-uneconomic-in-europe/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ess-news.com/2026/08/28/battery-recycling-remains-uneconomic-in-europe/


#09 CATL、2026年末までにナトリウムイオン電池をLFP
電池と同等のコストで提供見込み

概要

世界最大のEVバッテリーメーカーである中国のCATLは、2026年末までにナトリウムイ
オン電池の製造コストがリン酸鉄リチウム（LFP）電池と同等レベルに達するとの見通
しを明らかにしました。これは、ナトリウムイオン電池が価格競争力を持つ主要な蓄

電技術として、電気自動車（EV）および定置型蓄電市場でLFP電池と本格的に競合し始
めることを意味します。資源制約の少ないナトリウムの使用により、サプライチェー
ンの安定化とコスト低減が期待され、バッテリー市場に大きな影響を与えるでしょ

う。

公開日 2026年08月26日  Renewables Now  中国



詳細

主要成果

世界最大のEVバッテリーメーカーである中国の寧徳時代新能源科技（CATL）は、2026

年末までにナトリウムイオン電池の製造コストが、現在コスト効率の良い選択肢とされ
るリン酸鉄リチウム（LFP）電池と同等レベルに達するとの見通しを発表しました。こ
の予測は、ナトリウムイオン電池が従来のバッテリー市場、特に電気自動車（EV）や大
規模定置型蓄電システムにおいて、LFP電池と本格的に競合し始めることを意味しま
す。豊富で安価なナトリウム資源の活用により、バッテリーサプライチェーンの安定化
と持続的なコスト削減が実現し、バッテリー産業全体に画期的な影響をもたらすことが
期待されます。

技術・臨床詳細

LFP電池は、その優れた安全性、長寿命、および比較的低いコストから、特にEVのエン
トリーモデルや商用車、定置型蓄電システムで広く採用されています。CATLが目指すの
は、ナトリウムイオン電池（NIB）がこれらのLFP電池の主要な利点に匹敵し、さらにコ
スト面で同等になることです。NIBは、リチウムイオン電池に比べてエネルギー密度は
低いものの、低温性能に優れ、充電速度も速いといった利点があります。コストパリテ
ィの達成は、電極材料の最適化、製造プロセスの効率化、スケールメリットの追求を通
じて実現されると見られています。CATLは、独自の高容量カソード材料や高性能アノー
ド材料、そして最適化された電解質技術の開発を進めることで、LFP電池との性能差を
縮めつつ、コスト面での優位性を確立しようとしています。

背景・業界文脈

バッテリー業界は、リチウム資源の価格高騰と地政学的な供給リスクに直面しており、
リチウムフリーの代替技術への関心が高まっています。ナトリウムイオン電池は、リチ
ウムに次ぐ有望な選択肢として長年研究されてきましたが、実用化と商業化にはコスト
と性能のバランスが課題でした。CATLは、その巨大な生産能力と研究開発力をもって、
この課題を克服し、NIBを主力製品の一つとして市場に投入しようとしています。LFP電
池とのコストパリティ達成は、NIBが単なるニッチな選択肢ではなく、主流市場におけ
る実行可能なソリューションとなることを意味し、バッテリー原材料市場の多様化と安
定化にも寄与するでしょう。



今後の展望

CATLによるナトリウムイオン電池のLFP電池とのコストパリティ達成は、バッテリー業
界における新たな競争時代を切り開きます。これにより、より手頃な価格のEVが普及
し、再生可能エネルギーの導入を加速させる大規模蓄電プロジェクトの経済性が向上す
ることが期待されます。消費者にとっては、より多様な選択肢と、バッテリー価格の安
定化というメリットが生まれるでしょう。また、これによりリチウム以外の資源への投
資が活性化し、より強靭で持続可能なバッテリーサプライチェーンが構築される可能性
もあります。今後は、CATLがこの目標をどのように達成し、市場がこれにどう反応する
かが注目されます。

元記事: https://renewablesnow.com/news/interview-catl-expects-sodium-ion-to-reach-cost-parity-with-

lfp-by-end-2026-1299925/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://renewablesnow.com/news/interview-catl-expects-sodium-ion-to-reach-cost-parity-with-lfp-by-end-2026-1299925/
https://renewablesnow.com/news/interview-catl-expects-sodium-ion-to-reach-cost-parity-with-lfp-by-end-2026-1299925/


#10 英国政府、長期蓄電技術開発を支援するため2,800万
ポンドの新たなチャレンジを開始

概要

英国政府は、2,800万ポンド（約50億円）を投じ、超長期エネルギー貯蔵（ULD EES）
技術の開発を促進する新たなチャレンジプログラムを発表しました。この取り組み
は、再生可能エネルギーの供給安定化と、エネルギー価格の変動から一般家庭を保護

することを目的としています。太陽光や風力発電の導入拡大に伴い、数日から数週間
にわたる電力貯蔵を可能にする革新的な技術の創出を目指します。

公開日 2026年08月26日  Gov.uk  イギリス



詳細

主要成果

英国政府は、再生可能エネルギーの統合を深化させ、将来のエネルギー価格変動から消
費者を保護するため、2,800万ポンド（約50億円）を投じる「超長期エネルギー貯蔵
（ULD EES）チャレンジ」プログラムを立ち上げました。この画期的なイニシアチブ
は、数日または数週間にわたって電力を貯蔵できる革新的な技術の開発を加速させるこ
とを目的としています。これは、太陽光や風力発電といった間欠性再生可能エネルギー
源の導入拡大に伴う電力網の安定化に不可欠なステップです。

技術・臨床詳細

このチャレンジは、従来のバッテリー技術が対応できない「ギャップ」を埋める、新し
い形式の長期エネルギー貯蔵ソリューションを求めています。対象となる技術には、例
えば、圧縮空気エネルギー貯蔵（CAES）、液体空気エネルギー貯蔵（LAES）、水素貯
蔵、重力貯蔵、熱エネルギー貯蔵、および新世代のフロー電池や固体電池などが含まれ
ます。プログラムは、研究開発、実証、および商業化前の段階にある技術を支援し、市
場投入までの時間を短縮することを意図しています。具体的には、既存のリチウムイオ
ン電池が数時間の貯蔵に対応するのに対し、このチャレンジでは100時間以上の貯蔵能
力を持つシステムに重点が置かれます。これにより、風が吹かない、または日が照らな
い期間が続く「ダルスパン（dunkelflaute）」と呼ばれる現象中の電力不足を補うこと
が可能になります。

背景・業界文脈

英国は、2050年までのネットゼロ排出目標達成に向けて、再生可能エネルギーの導入を
積極的に進めています。しかし、再生可能エネルギーの割合が増加するにつれて、電力
供給の変動性が電力網の安定性にとって大きな課題となっています。従来の短期間貯蔵
ソリューションだけでは、数日間の無風状態や曇天が続く場合に生じる電力不足に対応
できません。そのため、長期貯蔵技術は、英国のエネルギー安全保障を確保し、輸入化
石燃料への依存を減らす上で不可欠な要素です。このチャレンジは、英国を長期貯蔵技
術の世界的リーダーとしての地位に確立し、新たな産業と雇用を創出する戦略的な投資
でもあります。



今後の展望

英国政府によるこの2,800万ポンドの投資は、長期エネルギー貯蔵技術の商業化を加速
させ、クリーンエネルギーへの移行を大きく後押しするでしょう。成功した技術は、英
国の電力網の安定性を飛躍的に向上させ、消費者がより安価で安定した電力供給を受け
られるようになることに貢献します。また、このプログラムを通じて開発された技術
は、国際市場での競争力も持ち、英国の技術輸出を促進する可能性を秘めています。今
後数年間で、このチャレンジからどのような革新的な貯蔵ソリューションが生まれる
か、世界中から注目が集まることでしょう。これにより、英国は再生可能エネルギー大
国としての地位を確固たるものにすると期待されます。

元記事: https://www.gov.uk/government/news/new-challenge-launched-to-store-clean-energy-for-

longer-and-protect-households-from-price-spikes

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.gov.uk/government/news/new-challenge-launched-to-store-clean-energy-for-longer-and-protect-households-from-price-spikes
https://www.gov.uk/government/news/new-challenge-launched-to-store-clean-energy-for-longer-and-protect-households-from-price-spikes


#11 Capital Dynamics、170MW/4時間バッテリー蓄電プ
ロジェクトを買収し再生可能エネルギー統合を加速

概要

グローバルなオルタナティブ資産運用会社Capital Dynamicsは、再生可能エネルギープ
ロジェクトの一環として、170MW/4時間規模のバッテリーエネルギー貯蔵システム
（BESS）プロジェクトを買収したと発表しました。この買収は、同社が再生可能エネ

ルギー資産ポートフォリオを拡大し、電力網の安定化と再生可能エネルギーの統合を
加速させる戦略の一環です。BESSの導入により、グリッドの柔軟性が向上し、間欠的
な再生可能エネルギー源の最大活用が可能となります。

公開日 2026年08月27日  Capital Dynamics  アメリカ



詳細

主要成果

グローバルなオルタナティブ資産運用会社であるCapital Dynamicsは、総容量170MW

（4時間連続放電可能）のバッテリーエネルギー貯蔵システム（BESS）プロジェクトを
買収したことを発表しました。この戦略的買収は、同社の再生可能エネルギー資産ポー
トフォリオをさらに拡大し、電力網の安定性を高め、再生可能エネルギーの統合を加速
させるという同社のコミットメントを強化するものです。このBESSプロジェクトは、間
欠的な太陽光および風力発電の効率的な統合を促進し、電力供給の信頼性を向上させる
上で重要な役割を果たすでしょう。

技術・臨床詳細

買収されたBESSプロジェクトは、最先端のリチウムイオンバッテリー技術を基盤として
おり、170MWの出力と4時間連続放電能力を持つ設計です。これは、合計680MWhのエ
ネルギー貯蔵容量に相当します。このシステムは、電力網に接続され、主に以下の機能
を提供します。第一に、ピークシェービング機能により、電力需要が高まる時間帯に貯
蔵された電力を放出し、電力価格の安定化と系統混雑の緩和に貢献します。第二に、再
生可能エネルギーの「フレキシビリティ」を高め、太陽光発電や風力発電の出力変動を
吸収し、安定した電力を供給します。第三に、周波数調整や電圧安定化といったグリッ
ドサービスを提供し、電力網全体の信頼性とレジリエンスを向上させます。プロジェク
トは、高度なエネルギー管理システム（EMS）によって監視・制御され、リアルタイム
の電力市場データに基づいて充放電が最適化されます。

背景・業界文脈

世界のエネルギー市場は、脱炭素化と再生可能エネルギーへの移行の加速という大きな
変革期にあります。この移行を成功させるには、信頼性の高い、かつスケーラブルなエ
ネルギー貯蔵ソリューションが不可欠です。米国では、連邦政府および州政府による政
策支援、技術の進歩、そして再生可能エネルギープロジェクトの急速な拡大に伴い、
BESS市場が急速に成長しています。Capital Dynamicsのような大手投資会社がBESSプロ
ジェクトに積極的に投資することは、この分野が成熟し、安定したリターンを生み出す
魅力的な投資先として確立されたことを示しています。



今後の展望

Capital Dynamicsによるこの大規模BESSプロジェクトの買収は、再生可能エネルギーと
エネルギー貯蔵の複合的な展開が、現代の電力システムにおいて不可欠な要素となって
いることを明確に示しています。この種のプロジェクトは、炭素排出量の削減に貢献す
るだけでなく、電力供給の安定化、送電網の効率向上、そして消費者の電力コストの安
定化にも寄与します。今後、Capital Dynamicsは、このプロジェクトの運用を通じて得
られる知見を、さらなるBESS投資とポートフォリオ拡大に活用していくでしょう。これ
により、再生可能エネルギー統合の新たな標準が確立され、より持続可能なエネルギー
未来への道筋が強化されることが期待されます。

元記事: https://www.capdyn.com/news/capital-dynamics-acquires-170mw-4-hour-battery-energy-

storage-project-in-the-re/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.capdyn.com/news/capital-dynamics-acquires-170mw-4-hour-battery-energy-storage-project-in-the-re/
https://www.capdyn.com/news/capital-dynamics-acquires-170mw-4-hour-battery-energy-storage-project-in-the-re/


#12 米政府、新たな大統領令で中国製バッテリー蓄電シス
テムの国内導入を禁止

概要

米国政府は、新たな大統領令により、中国製バッテリーエネルギー貯蔵システム
（BESS）の国内導入を禁止する方針を打ち出しました。この措置は、国家安全保障上
の懸念と、重要インフラにおける外国技術への依存度を低減することを目的としてい

ます。エネルギー貯蔵市場に大きな影響を与えるこの決定は、国内製造業の育成とサ
プライチェーンの多様化を加速させることにつながると見られています。

公開日 2026年08月27日  ESS News  アメリカ



詳細

主要成果

米国政府は、新たな大統領令を通じて、中国製のバッテリーエネルギー貯蔵システム
（BESS）の国内への導入を全面的に禁止する方針を発表しました。この画期的な措置
は、国家安全保障上の懸念に対処し、米国の重要エネルギーインフラにおける外国技術
への戦略的依存を軽減することを目的としています。この決定は、急速に拡大する米国
のエネルギー貯蔵市場に広範な影響を及ぼし、国内でのBESS製造能力の育成とサプライ
チェーンの多様化を劇的に加速させるものと見られています。

技術・臨床詳細

この大統領令は、特定の技術的側面に着目し、中国製BESSが持つ潜在的なリスクを指摘
しています。具体的には、これらのシステムに組み込まれたソフトウェアやハードウェ
アが、データ漏洩、サイバー攻撃、あるいは遠隔からの機能停止などの脆弱性を持ち、
米国の電力網の安定性や安全保障を脅かす可能性があるとされています。禁止措置は、
グリッドスケールの大型BESSだけでなく、商業用や産業用の分散型BESSにも適用され
る可能性があります。この決定は、米国の電力網の「デジタルインテグリティ」と「サ
イバーセキュリティ」を確保するための包括的な取り組みの一環であり、米国のBESSサ
プライヤーに対し、非中国製部品の調達と国内製造へのシフトを促すことになります。

背景・業界文脈

近年、米国は電力網の近代化とクリーンエネルギーへの移行を加速しており、BESSは再
生可能エネルギーの統合とグリッド安定化の要となっています。しかし、多くのBESSコ
ンポーネント、特にバッテリーセル自体が中国で製造されており、これが米国の政策立
案者にとって戦略的脆弱性と見なされてきました。トランプ政権時代に始まった、中国
からの技術依存を軽減する動きは、国家安全保障の文脈でさらに強化されています。今
回の禁止令は、過去に通信機器などで見られた「デカップリング」戦略のエネルギー分
野への拡大と解釈でき、米中間の技術競争と経済的緊張をさらに高める要因となるでし
ょう。



今後の展望

中国製BESSの輸入禁止は、米国のエネルギー貯蔵市場に短期的な混乱をもたらす可能性
がありますが、中長期的には国内産業の育成とサプライチェーンのレジリエンス強化に
貢献すると期待されています。米国のBESS開発企業や海外の同盟国企業は、この機会を
利用して米国内での製造施設への投資を加速させるでしょう。政府からの補助金や優遇
措置が国内製造をさらに後押しすると考えられます。これにより、多様なサプライヤー
からの競争が促進され、長期的には技術革新とコスト削減につながる可能性もありま
す。この政策転換は、世界のエネルギー貯蔵市場のサプライチェーン再編に大きな影響
を与え、地政学的な要因がクリーンエネルギー技術の発展に与える影響の大きさを改め
て示すものとなります。

元記事: https://www.ess-news.com/2026/08/27/us-bans-chinese-made-battery-energy-storage-in-new-

trump-directive/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ess-news.com/2026/08/27/us-bans-chinese-made-battery-energy-storage-in-new-trump-directive/
https://www.ess-news.com/2026/08/27/us-bans-chinese-made-battery-energy-storage-in-new-trump-directive/


#13 Gelion、リチウム硫黄電池が独立機関QinetiQのドロ
ーン試験に合格し市場投入に弾み

概要

オーストラリアのバッテリー企業Gelionは、同社製リチウム硫黄（Li-S）電池が独立し
た防衛科学技術企業QinetiQによるドローン試験に成功したと発表しました。この試験
合格は、GelionのLi-S電池が高いエネルギー密度と軽量性を実環境で実証したことを意

味し、ドローンや航空分野への商業展開に向けた重要なマイルストーンとなります。
高い信頼性が求められる航空用途での性能が確認されたことで、市場投入が加速する
と期待されます。

公開日 2026年08月25日  Pluang  オーストラリア



詳細

主要成果

オーストラリアの先進バッテリー技術企業Gelionは、同社が開発したリチウム硫黄（Li-

S）電池セルが、独立した防衛科学技術評価機関であるQinetiQによる厳格なドローン飛
行試験に成功したと発表しました。この成果は、GelionのLi-S電池が、高いエネルギー
密度と軽量性という理論上の利点を、実際の運用環境下で実証したことを意味します。
この重要な検証は、同社のLi-S電池をドローンおよびその他の航空アプリケーション市
場に投入するための強力な推進力となるでしょう。

技術・臨床詳細

GelionのLi-S電池は、従来のリチウムイオン電池に比べて理論的に約2倍のエネルギー密
度を持ち、これによりドローンの飛行時間を大幅に延長し、ペイロード（積載量）能力
を向上させることができます。QinetiQによる試験では、これらのセルが航空アプリケ
ーションに必要な厳しい振動、温度変化、および電力供給要件の下で安定して機能する
ことが検証されました。特に、安全性と信頼性に関する軍事および航空宇宙標準を満た
すことが評価され、Li-S電池が過酷な環境下でも高い性能を発揮できることが示されま
した。Gelionの技術は、独特のゲル電解質と最適化された硫黄カソード材料を使用して
おり、これが従来のLi-S電池が抱えるサイクル寿命の課題（硫黄の溶解やシャトル効
果）を克服し、高い耐久性を実現しているとされています。

背景・業界文脈

ドローンおよび無人航空機（UAV）市場は急速に拡大しており、より長い飛行時間、よ
り大きな積載量、そして高い安全性を実現するための高性能バッテリーが求められてい
ます。既存のリチウムイオン電池は性能の限界に達しつつあり、次世代の電池技術、特
にLi-S電池に大きな期待が寄せられています。Li-S電池は、豊富な硫黄資源を使用でき
るため、リチウムイオン電池のリチウムやコバルトといった希少資源への依存を減らす
可能性も秘めています。GelionがQinetiQのような信頼性の高い独立機関の試験に合格
したことは、Li-S技術の成熟度を示す重要な指標であり、業界全体のLi-S電池への信頼
を高めるものです。



今後の展望

GelionのLi-S電池がドローン試験に成功したことは、航空宇宙および防衛分野における
エネルギー貯蔵技術の大きな前進を意味します。この検証により、同社は商業顧客との
パートナーシップを加速させ、高性能ドローン、長距離UAV、さらには電動航空機
（eVTOL）などの次世代航空プラットフォームへの供給を拡大できるでしょう。今後、
Gelionは量産体制の確立と、さらなるコスト削減に向けた技術開発を進めることが期待
されます。この技術の普及は、航空業界の電動化を推進し、持続可能で効率的な航空輸
送システムの実現に大きく貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://pluang.com/en/news-feed/sel-sel-baterai-gelion-lolos-uji-drone-independen-di-qinetiq

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pluang.com/en/news-feed/sel-sel-baterai-gelion-lolos-uji-drone-independen-di-qinetiq


#14 Pure Lithium、画期的な負極リチウム金属電池技術で
前例のないサイクル性能を達成

概要

Pure Lithiumは、同社が開発した高度な負極リチウム金属電池技術が、これまでにない
卓越したサイクル性能を達成したと発表しました。この成果は、リチウム金属電池の
主要な課題であったサイクル寿命と安全性の大幅な改善を示唆しており、電気自動車

（EV）やポータブル電子機器の性能向上に大きな影響を与える可能性があります。同
社の技術は、次世代電池の商業化に向けた重要なマイルストーンを確立しました。

公開日 2026年08月26日  BusinessWire  アメリカ



詳細

主要成果

バッテリー技術の先駆者であるPure Lithiumは、同社が開発した高度な負極リチウム金
属電池技術が、業界で前例のない卓越したサイクル性能を達成したと発表しました。こ
の画期的な成果は、リチウム金属電池が長年抱えてきた主要な課題である、デンドライ
ト形成による安全性とサイクル寿命の制約を大幅に克服したことを示しています。この
進展は、電気自動車（EV）の航続距離と充電速度を向上させるだけでなく、スマートフ
ォンやノートPCなどのポータブル電子機器のバッテリー寿命を劇的に延長する可能性を
秘めており、次世代電池の商業化に向けた重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

Pure Lithiumの技術は、独自のアノード（負極）設計と電解質組成によって、リチウム
金属のデンドライト（樹枝状結晶）成長を効果的に抑制することに成功しました。デン
ドライトは、リチウム金属電池の充放電サイクル中に発生し、短絡や容量低下を引き起
こす主要因であり、安全性とサイクル寿命を制限していました。同社は、数千サイクル
にわたって高い容量維持率と安定した動作を実証したと報告しており、具体的な数値は
公開されていませんが、「前例のない」という表現から、既存のリチウム金属電池の性
能を大幅に上回ることが示唆されます。このデンドライト抑制技術は、リチウム金属電
池の高い理論エネルギー密度（リチウムイオン電池の約2倍）を実用レベルで引き出す
ことを可能にし、バッテリーのエネルギー密度と電力密度の両方を高めます。

背景・業界文脈

リチウム金属電池は、リチウムイオン電池の次世代技術として長年期待されてきました
が、リチウム金属のデンドライト成長による安全性（特に熱暴走リスク）とサイクル寿
命の短さが商業化の大きな障壁となってきました。世界中の研究機関や企業がこの問題
の解決に取り組んでおり、デンドライトを抑制するための様々なアプローチが研究され
ています。Pure Lithiumの発表は、この分野における最も重要なブレークスルーの一つ
であり、長年にわたる研究開発の成果が実を結びつつあることを示しています。これ
は、EV市場だけでなく、航空宇宙、防衛、そして民生用電子機器といった、より高いエ
ネルギー密度と軽量性が求められるあらゆるアプリケーションに大きな影響を与える可
能性があります。



今後の展望

Pure Lithiumが達成した前例のないサイクル性能は、リチウム金属電池が商業的に実現
可能となる時期を大幅に早める可能性を秘めています。今後、同社は、実証規模の生産
体制を確立し、実際のEVや電子機器への統合に向けたパートナーシップを模索するでし
ょう。安全性の継続的な検証と、コスト効率の高い量産技術の確立が次の重要な課題と
なります。この技術が市場に導入されれば、現在のバッテリー技術の限界を打ち破り、
電気自動車の普及をさらに加速させるとともに、より高性能な電子機器の登場を促し、
エネルギー貯蔵のあり方を根本的に変革する潜在力を持っています。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260826201214/en/Pure-Lithium-Announces-

Unprecedented-Cycling-Results-From-Its-Advanced-Anode-Lithium-Metal-Battery-Technology

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260826201214/en/Pure-Lithium-Announces-Unprecedented-Cycling-Results-From-Its-Advanced-Anode-Lithium-Metal-Battery-Technology
https://www.businesswire.com/news/home/20260826201214/en/Pure-Lithium-Announces-Unprecedented-Cycling-Results-From-Its-Advanced-Anode-Lithium-Metal-Battery-Technology


#15 Princeton NuEnergy、DOEから5,000万ドルの助成金
獲得、閉ループ型正極リサイクル施設を建設へ

概要

Princeton NuEnergyは、米国エネルギー省（DOE）から5,000万ドル（約70億円）の助
成金を獲得し、閉ループ型正極リサイクル施設を建設すると発表しました。この施設
は、使用済みリチウムイオン電池から直接正極材料を回収・再生する画期的な技術を

採用し、新たなバッテリー製造のサプライチェーンに貢献します。国内でのリサイク
ル能力強化を通じて、バッテリーの資源循環を促進し、米国のクリーンエネルギー目
標達成を支援します。

公開日 2026年08月24日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

Princeton NuEnergy（PNE）は、米国エネルギー省（DOE）から5,000万ドル（約70億
円）の助成金を獲得し、国内初となる閉ループ型正極（カソード）リサイクル施設を建
設すると発表しました。この画期的なプロジェクトは、使用済みリチウムイオン電池か
ら直接正極材料を回収し、これを新たなバッテリーの製造プロセスに再投入する技術を
商用規模で実現するものです。これにより、バッテリーの資源循環を劇的に改善し、米
国のバッテリーサプライチェーンにおける原材料の国内自給率を向上させる上で極めて
重要な役割を果たすでしょう。

技術・臨床詳細

PNEが採用する閉ループ型正極リサイクル技術は、従来のバッテリーリサイクル方法で
ある「破砕（シュレッディング）」や「湿式製錬（ハイドロメタラジー）」とは異な
り、使用済みバッテリーから正極材料を物理的に分離し、その結晶構造や化学組成をほ
ぼ損傷させずに再生することを目指します。これにより、高価な化学処理を減らし、エ
ネルギー消費量を大幅に削減できるとされています。回収された正極材料は、品質が新
規製造材料に匹敵するレベルにまで復元され、直接新しいバッテリーの生産ラインに供
給されます。このプロセスは、特にリチウム、コバルト、ニッケルといった希少金属の
回収率を最大化し、リサイクルコストを最適化することが期待されています。DOEの評
価基準をクリアしたこの技術は、その持続可能性と経済効率性において高い評価を受け
ています。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）や再生可能エネルギーの普及に伴い、リチウムイオン電池の需要が急
増していますが、同時に使用済みバッテリーの処理と原材料の安定供給が大きな課題と
なっています。リチウム、コバルトなどの主要原材料は供給が不安定で価格変動も激し
く、特定の国に採掘・精製が偏っているため、サプライチェーンのリスクが高い状況で
す。米国政府は、国内でのバッテリー製造とリサイクル能力を強化することで、これら
のリスクを軽減し、クリーンエネルギー経済の構築を加速する戦略を推進しています。
PNEのプロジェクトは、この国家戦略に完全に合致し、循環型経済の実現に向けた重要
な柱となるでしょう。



今後の展望

Princeton NuEnergyによる閉ループ型正極リサイクル施設の建設は、米国のバッテリー
リサイクル業界に大きな変革をもたらす可能性があります。この施設が成功すれば、国
内で製造されるバッテリーの環境負荷が低減され、原材料の供給安定性が大幅に向上し
ます。5,000万ドルの助成金は、PNEがこの革新的な技術を迅速にスケールアップし、商
業化する上で不可欠な支援となるでしょう。今後、PNEは、施設建設の進捗と、再生さ
れた材料が実際にバッテリー製造でどのように活用されるかについて、業界から注目を
集めることになります。この技術が広く普及することで、バッテリーの「ゆりかごから
墓場まで」の持続可能なサイクルが確立され、よりクリーンな未来が実現することが期
待されます。

元記事: https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260824ny32454/us-department-of-energy-

selects-princeton-nuenergy-for-50-million-grant-to-build-closed-loop-cathode-to-cathode-facility

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260824ny32454/us-department-of-energy-selects-princeton-nuenergy-for-50-million-grant-to-build-closed-loop-cathode-to-cathode-facility
https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260824ny32454/us-department-of-energy-selects-princeton-nuenergy-for-50-million-grant-to-build-closed-loop-cathode-to-cathode-facility


#16 Itronics、バッテリー「ブラックマス」回収技術でク
リティカルミネラル処理を前進

概要

Itronicsは、バッテリーリサイクルから得られる「ブラックマス」からのクリティカル
ミネラル回収技術を進展させたと発表しました。この技術開発は、米国政府が国内の
回収可能クリティカルミネラル供給拡大を目標とする中で、特にバッテリー原材料の

国内サプライチェーン強化に貢献するものです。Itronicsのプロセスは、環境負荷を低
減しつつ、リチウムやコバルトなどの希少金属を効率的に抽出することを目指しま
す。

公開日 2026年08月25日  Morningstar (Accesswire)  アメリカ



詳細

主要成果

Itronicsは、使用済みリチウムイオン電池のリサイクル過程で生成される「ブラックマ
ス」から、リチウムやコバルトといったクリティカルミネラルを効率的に回収する技術
において、重要な進展を達成したと発表しました。この技術的ブレークスルーは、米国
政府が国内の回収可能クリティカルミネラル供給の拡大を目指す取り組みと完全に合致
しており、特にバッテリー原材料の国内サプライチェーン強化に大きく貢献するもので
す。Itronicsの新しいプロセスは、従来の回収方法に比べて環境負荷を大幅に低減し、希
少金属の抽出効率を高めることを目指しています。

技術・臨床詳細

ブラックマスは、使用済みバッテリーを破砕することで得られる粉末状の混合物で、リ
チウム、コバルト、ニッケル、マンガン、銅、アルミニウムなど、バッテリーを構成す
る様々な金属を含んでいます。Itronicsが開発した技術は、この複雑な混合物から目的と
するクリティカルミネラルを、よりクリーンで効率的な方法で分離・精製することに焦
点を当てています。具体的なプロセス詳細については未公開ですが、湿式製錬法または
乾式製錬法を改良した、独自の化学的・物理的処理の組み合わせが用いられていると示
唆されています。従来のプロセスに比べ、エネルギー消費量、水の使用量、および有害
廃棄物の発生量を削減することを目指しており、リチウムやコバルトの回収率を向上さ
せながら、90%以上の純度で回収可能なレベルを目標としています。この効率的な回収
は、バッテリー材料コストの削減と、環境フットプリントの縮小に直結します。

背景・業界文脈

世界的な電気自動車（EV）と再生可能エネルギーへの移行により、リチウムイオン電池
の需要は爆発的に増加しています。これに伴い、リチウム、コバルト、ニッケルといっ
たクリティカルミネラルの供給不足と価格高騰が懸念されており、サプライチェーンの
地政学的リスクも顕在化しています。米国政府は、国内のバッテリーサプライチェーン
の強靭化を国家戦略の柱と位置付け、国内での採掘、精製、リサイクル能力の拡大を強
力に推進しています。Itronicsの進展は、この国家的な取り組みにおいて、特にリサイク
ルを通じた資源の確保という点で重要な貢献をするものです。



今後の展望

Itronicsによるブラックマスからのクリティカルミネラル回収技術の進展は、米国におけ
るバッテリーリサイクル産業の成長と、持続可能な資源管理への移行において極めて重
要です。この技術が商業規模で展開されれば、リサイクルされた材料が新たなバッテリ
ー製造に安定的に供給され、バージン材料への依存度を低減できるでしょう。今後、同
社は、技術の実証規模を拡大し、製造パートナーシップを確立することに注力すると考
えられます。成功すれば、Itronicsは、国内のクリティカルミネラル供給網において主要
な役割を担う企業となり、バッテリー業界全体の持続可能性とコスト効率に大きく貢献
することが期待されます。これは、循環型経済の実現に向けた具体的な一歩となるでし
ょう。

元記事: https://www.morningstar.com/news/accesswire/1211634msn/itronics-advances-critical-minerals-

processing-as-federal-action-targets-expansion-of-domestic-supply-of-recoverable-critical-minerals-

including-battery-black-mass
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#17 Invinity Energy Systems、スイスで2.1GWhの画期的
なフローバッテリープロジェクトEPC契約を確定

概要

英国のInvinity Energy Systemsは、スイスで2.1GWhという大規模なレドックスフロー
バッテリー（RFB）プロジェクトの設計・調達・建設（EPC）契約を確定したことを発
表しました。このプロジェクトは、欧州における再生可能エネルギー統合と電力網安

定化に向けた画期的な取り組みであり、RFB技術の商業的成熟度と大規模展開の可能性
を実証します。長期耐久性と安全性を特徴とするRFBは、次世代のグリッドスケール蓄
電ソリューションとして期待されています。

公開日 2026年08月28日  Energy-Storage.news  イギリス



詳細

主要成果

英国に本社を置くInvinity Energy Systemsは、スイスで計画されている2.1ギガワット時
（GWh）規模のレドックスフローバッテリー（RFB）プロジェクトの設計・調達・建設
（EPC）契約を正式に確定したと発表しました。この極めて大規模なプロジェクトは、
欧州の電力網における再生可能エネルギーの統合と安定化に向けた画期的な進展を意味
します。この契約確定は、RFB技術が商業的に成熟し、大規模なエネルギー貯蔵ソリュ
ーションとして実行可能であることを明確に示しており、次世代のグリッドスケール蓄
電技術としての地位を確立するものです。

技術・臨床詳細

レドックスフローバッテリーは、2つの電解液タンク間でイオンを循環させることで充
放電を行います。Invinityが提供するこのシステムは、特にバナジウムベースのRFB技術
を採用しており、その堅牢性、安全性、および長期間にわたる容量維持能力に優れてい
ます。2.1GWhという容量は、数日間にわたる電力供給を可能にし、太陽光発電や風力
発電といった間欠性電源の出力変動を平滑化する上で非常に効果的です。RFBは、電解
液の量によってエネルギー容量を独立してスケーリングできるため、長期間貯蔵用途に
特に適しています。また、非可燃性の水性電解液を使用するため、火災リスクが低いと
いう安全性上の大きな利点があります。このプロジェクトでは、最新の電力変換システ
ム（PCS）とエネルギー管理システム（EMS）が統合され、グリッドとの連携を最適化
し、高い効率性と信頼性で電力供給を行います。

背景・業界文脈

欧州では、脱炭素化目標達成のため、再生可能エネルギーの導入が急速に進んでいま
す。しかし、これに伴い、電力網の安定性と信頼性確保が喫緊の課題となっています。
リチウムイオン電池は短期間の貯蔵には広く利用されていますが、数時間以上の長期貯
蔵にはコストと寿命の面で課題があります。RFBのような長期貯蔵技術は、このギャッ
プを埋めるソリューションとして注目されており、特にユーティリティスケールでの導
入が期待されています。Invinityのこの契約は、RFB技術が単なる研究開発段階から、大
規模な商業プロジェクトへと移行し、現実的な選択肢となっていることを明確に示すも
のです。



今後の展望

スイスにおける2.1GWhのInvinity RFBプロジェクトは、長期エネルギー貯蔵市場におけ
るレドックスフローバッテリー技術のランドマークとなるでしょう。この成功は、欧州
全体、ひいては世界の電力網事業者に対し、再生可能エネルギーの統合と安定化のため
の実行可能な大規模ソリューションとしてのRFBの可能性を強くアピールします。この
プロジェクトの運用開始は、再生可能エネルギーのさらなる導入を促進し、化石燃料へ
の依存を減らす上で重要な役割を果たすことが期待されます。今後、Invinityは、このプ
ロジェクトを通じて得られる知見を、さらなるRFB技術の改善と国際市場での拡大に活
用していくでしょう。

元記事: https://www.energy-storage.news/invinity-confirms-epc-contract-award-for-2-1gwh-landmark-

flow-battery-in-switzerland/
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